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市
街
地
の
北
東
部
、
岩
園
町
・
六
麓
荘
町

か
ら
西
宮
市
苦
楽
園
に
か
け
て
の
台
地
は
、

今
で
も
緑
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
阪
神
地

方
で
は
群
小
古
墳
が
多
い
こ
と
で
知
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れ
て

い
ま
す
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江
戸
時
代
に
盛
行
し
た
地
誌
類
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享
保
十
九
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一
七
三
四
）
】
や

せ
っ
つ
し
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摂
津
名
所
図
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寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
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せ
っ
つ
め
い
し
ょ
ず
え

に
も
登
場
し
、
「
数
の
多
き
よ
り
名
と
す
」
と
、

そ
の
名
称
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
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「 
八
十
塚 
」
と

は
、
全

国

的

に

は
「
百

や
そ
づ
か

塚
」
「
千
塚
」
と
並
ん
で
古
墳
時
代
後
期

（
六
～
七
世
紀
）
を
代
表
す
る
群
集
墳
に
ち
な

む
も
の
で
、
十
八
世
紀
に
は
こ
の
土
地
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

群
集
墳
は
、
古
墳
時
代
前
期
（
三
～
四
世

紀
）
、
中
期
（
五
世
紀
）
の
前
方
後
円
墳
な
ど
の

大
型
古
墳
と
は
異
な
っ
て
、
直
径
二
十
メ
ー

ト
ル
未
満
の
小
型
円
墳
が
中
心
で
す
。
埋
葬

施
設
も
八
十
塚
古
墳
群
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花
崗
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り
、
人
を
葬
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玄
室 
や
通
路
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げ
ん
し
つ

 
羡
道 
な
ど
部
屋
状
に
区
分

せ
ん
ど
う

す
る
も
の
も
多
い
で
す
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教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら

八
十
塚
古
墳
群
の
発
掘
調
査
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
今
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住
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ヶ
平
支
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号
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二
月
五
日
の
日
曜
日
に
現
地
見
学
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
百
八
十
人
程
の
市
民
が
調

査
地
を
訪
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、
専
門
的
な
説
明
を
熱
心
に
聞

か
れ
、
石
室
床
面
に
残
る
副
葬
品
の
数
々
を

手
に
と
っ
て
、
し
ば
し
、
芦
屋
の
古
代
に
想
い

を 
馳 
せ
ま
し
た
。

は

　

最
も
古
い
五
十
八
号
墳
か
ら
は
、
こ
の
四

十
年
間
の
発
掘
調
査
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た

遺
物
が
あ
り
ま
し
た
。 
被
葬
者 
が
肌
身
に
つ

ひ
そ
う
し
ゃ

け
て
い
た
濃
緑
色
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碧
玉
製
管
玉 
、
ナ
ツ
メ

へ
き
ぎ
ょ
く
せ
い
く
だ
だ
ま

の
実
に
形
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て
い
る
琥
珀
製 
棗

玉 
、
六
角

な
つ
め
だ
ま

 
錘 
形
の
水
晶
製 
切
子
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な
ど
が
出
土
し
、

す
い 

き
り
こ
だ
ま

 
耳
環 （
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り
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せ
、
り
っ
ぱ
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装
身

じ
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具
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。

　
 
戸
主 
の
死
を
契
機
に
築
造
さ
れ
た
こ
う
し

こ
し
ゅ

た
小
古
墳
に
は
、
近
親
家
族
が 
追
葬 
の
形
で

つ
い
そ
う

次
々
と
葬
ら
れ
て
お
り
、
推
古
朝
前
後
の
芦

屋
の
古
代
家
族
の
盛
衰
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
確
認
さ
れ
た
四
十
五
・
四
十
六

号
の
二
基
の
古
墳
と
と
も
に
、
今
回
の
発
掘

調
査
は
、
失
わ
れ
た
戸
籍
を
物
的
資
料
か
ら

復
元
で
き
る
群
集
墳
の
大
切
さ
を
私
た
ち
に

教
え
て
い
ま
す
。

【芦屋子育て支援講座】

３月２日(木)10時～11時30分　 市民セ
ンター211室(託児あり)　 「家庭に微笑み
の花を」博子・ディーン氏　 家庭倫理の会・

守舎(緯31-0887)

【あしや喜楽苑ギャラリー】

①３月２日～16日②18日～31日、９時
～17時（最終日15時まで）③21日(火)10時
～12時・13時～15時　 ①いきいき手づ

くり作品展②井上桂子「さくら、さくら」
展③絵手紙１日教室　 ③材料費実費　

＆ あしや喜楽苑( 34-9287)

【モーツァルト・ファンタジー】
３月４日（土）18時開演（17時30分開場）

ルナ・ホール　 全席自由席2，000円※未
就学児童の入場不可(モンテメール大蓄・文
化振興財団でチケット販売)　 芦屋市民オ

ペラ・松本( 32-2044)

【浜風の家 ３月のイベント】

①３月４日(土)14時～15時②11日(土)11
時～11時45分③11日（土）13時30分～15時④
15(水)13時30分～14時45分⑤28日（火）14時

～15時⑥29日(水)14時～15時　 ①ぬいぐ
るみ人形劇②絵本のよみきかせ会③１日工
作教室④コンピュータ講座⑤マジックと

アートバルーンショー⑥人形劇　 ③④要
予約　 ＆ 浜風の家(緯35-5700)

【市民ハイキング】
３月５日(日)８時30分　 ＪＲ芦屋改札

口→ＪＲ曽根→豆崎奥山→鹿島神社→高御

位山→ＪＲ宝殿　 1,360円　 弁当・雨具・
防寒具　 芦屋登山会・相塲(緯32-0628)

【丹波の朝採り有機野菜市】
３月８日・22日(水)10時～ 　 ＆

ワークホームつつじ・仁頃(緯22-7044)

【子どもの社交ダンス講習会】
３月１１日（土）13時～14時　 体育館・青少

年センター　 小学生20人　 電話かファ
クスで右記へ　 白江( 0798-64-1733※13
時～19時）

【あしやＹＯ倶楽部「ふれあいの集い」】
３月11日（土）13時30分～16時　 市民

センター　 コーラス・朗読劇・詩吟ほか
60歳以上約120人　 西川( 23-5367）

【十代のためのやすらぎの部屋】
３月11・25日(土)13時～16時30分　

図書館　 中高生　 ヨッシーくらぶ・

守上（ 23-6854）

【あしや文学同好会の講座】

①第２月曜日②第４金曜日③第１月曜日
④第４月曜日いずれも10時～11時30分　
市民センター218室　 ①「論語を読む」岸田

知子氏②「大津絵」信多純一氏③「伊勢物語」
片桐洋一氏④「芭蕉の紀行文」堀信夫氏 　 
各7,800円（6カ月分）　 竹内（ 32-6643）

【講座「砕花 恋の歌 悲しき愛⑤」】
３月12日(日)13時30分～　 富田砕花

旧居　 詩人・和田英子氏　 500円　

＆ 角野(緯090-8825-1292)

【私の妊娠・お産を語ろう】

①３月15日(水)13時30分～15時②29日(水)
10時～11時30分　  体育館・青少年センター
 500円　  ①「助産師と語ろう」②「親と子

のタッチセラピー」南田・流谷助産師　 各
10人　 ＆ 岡崎( 31-1601)

【折り紙教室】
３月15日(水)10時～12時　 図書館　

折り紙・はさみ・のり　 段谷(緯34-2546)

【コミュニティ・ビジネス無料相談会】
３月１７日（金）13時～17時（要予約）　 女

性センター　 地域に貢献とＮＰＯ起業　
ＮＰＯさんぴぃす・河口(緯22-8896)

【講座「都市という、私たちの環境問題」 】
３月18日（土）13時30分～15時30分　

商工会館２階会議室　 京都精華大学学

長・中尾ハジメ氏　 先着40人　 住所・
氏名・連絡先を電話かファクスで、京都精
華大学環境ソリューション研究機構・藤

本(緯075-254-7422/FAX075-241-3008)へ

【山のツツジを元気にする】

３月19日(日)10時～15時　 芦有ゲー
ト前　 枯れ木の伐採と自然観察　 中
学生以上　 300円　 軍手・ノコギリ・弁

当・お茶　 18日(土)までに芦屋森の会
2001・村上( /FAX31-5879)まで

【芦屋17℃倶楽部の催し】
①３月24日(金)②25日(土)③30日(木)、い

ずれも10時～12時　 ①脳げんき会②しな

やかストレッチ③名画劇場｢卒業｣　 60歳
以上　 500円まで　 ＆ 芦屋１７℃倶楽
部・山野(緯35-0425)※当日(緯35-2500)

【クロリティー（スポーツ輪投げ）大会】
３月25日(土）12時45分～16時　 体育館・

青少年センター　 小学４年以上２人１組
先着64人　 １人200円　 ＆ １７日(金）ま
でに大会実行委員会事務局（ 22-7910)へ

【カルペディエムの会】
３月28日(火)13時～14時30分　 「リ

ュート演奏とフランス古典音楽の話」井
上周子氏　 40人(要予約)　 500円　
＆ ＆ 国際交流協会( 34-6340)

【ヴィッセル神戸VSベガルタ仙台戦】
４月１日（土）15時　 抽選でバック指

定席に５組・10人を招待 　 ３月17日
（金）消印有効で、はがきに住所・氏名・電
話番号を記入し、右記へ　 ヴィッセル

神戸「芦屋市係」( 078-651-1222※９時
30分～17時  〒652-0855神戸市兵庫区御
崎町1-2-1御崎Ｕビル３階)

【講演「７カ国語を話す、日常がある」】
３月17日(金)10時～12時・18日(土)14時～

16時　 市民センター301室※託児あり（要予
約)　 ＆ 言語交流研究所ヒッポファミ
リークラブ( 0120-557-761)

ご　案　内
よみうり読書「芦屋サロン」

■内容　「池袋ウエストゲートパーク」シリーズなどで、現代の若者の心情をリアルに
描いてきた直木賞作家、石田衣良氏を囲んで　■日時　３月29日(水)午後２時～３時

30分　■会場　ルナ・ホール　　■定員　300人　■申し込み　はがきかファクス、
メールに住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、22日（水）までに下記へ※応募多数の場合
抽選　■問い合わせ　読売新聞大阪本社「芦屋サロン」事務局( 06-6881-7190/FAX06-

6881-7191/Ｅ- メールo-dokusyo@yomiuri.com/〒530-8551住所不要）

2006　芦屋国際ファンラン「芦屋中央公園運動場～南芦屋浜特設コース」
■日時　４月９日(日)※ゼッケン引き
換えは午前８時から各スタート１時間

前まで※参加料の一部をユニセフ（国
連児童基金）に寄付　■申し込み　３
月29日(水)までに所定の申込書（郵便

局・市内公共施設に配置）に必要事項を
記入し、参加費を同封のうえ（現金・郵便小為替・銀行振込の場合は振込受領書）、封書で
「芦屋国際ファンラン係」( 06-6633-5865　〒556－8663大阪市浪速区湊町2－1－57　

サンスポマラソンクラブ内)へ　 ■問い合わせ　スポーツ・青少年課　 22‐7910

参加費スタート年齢制限種目
1,000円10時６歳以上ファミリー３km
2,000円10時30分12歳以上男子・女子５km
3,000円11時10分16歳以上男子・女子10km
4,000円12時16歳以上男子・女子ハーフ
1,000円８時30分12歳以上お花見ウォーク10km

管玉

棗玉(なつめだま)

●「広報あしや」に掲載された記事は、市ホームページ『広報あしや ＯＮ  ＬＩＮＥ』のバックナンバーでご覧いただけます。




